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衣装の発生と伝播
一一洋風デザインのヘソ・バイキングと
くコアフ><金モール〉のかかわりを中心として一一一
Coiffes Gold Mogol 
今木加代子
1 はじめに
洋風の ImageとVikingについて
今日我々日本人も，大きく盛り揃えられた料理を，個々に取りつつの立食 Partyを， Viki-
ung料理と溶け込んでいるが，これらは日本の帝国ホテルが名づけた国産品とある1)。
初期の Vikingは，海賊とさえ言われ，船上の生活，世界の大海原を手作りの木造帆船で駆
け巡り，多くの物資，文化の交易の役を果たてもいる。これら Vikingの歴史については，昨
今の多くの出版物に依存することとしても，明治維新に開港した横浜の港街，大きな艦船から
乗り下りする Matroos(マドロス)さん，金 Mogolの制服の船長さんは，未だ見ぬ西洋の，筆
頭の具象の姿ではなかろうか…・・。
又 夏祭りの日，三尺帯の揺れ，カタカタと下駄の音も嬉しく弾んだ幼い目に，玄関に並ん
だ叔母の Highheelが不思議で，コソッと履いてこけそうに歩いた時，何とも妙味で面白かっ
た。こんな体験が洋服への関心の芽生えなのか……，以後服飾工芸が好きで，写真 1の中学
で習った Drawn-workの技の感激を，一大作の思いで一生懸命さしていた。 (Drawn-workの
技は風景などには不向きなことも解らず，未完成ながら捨てきれず置いてあった物)
その発想は，映画でしか知らない洋風の生活，姉の口ずさむ「若草物語jの四人姉妹の生活の
歌詞に従い，垣根の向こうで，あひるのヨチヨチ歩く水辺を連想しつつ刺した，幼い頃の洋風
Imageの名残りの一品となっている。
何時しか服飾専門の道に進み，洋服真髄の熟知 (DressyとSportyの着装の疑問に単を発したも
の)をと，世界の各地を巡ってやがて 30年。ょうやく訪れた Eurasia大陸の先端，ここ西
France . Bretagneの地に，そして又 Englandに最短の Honfleurの港街に，幼い頃直感的
に抱いていた西洋が，洋風の本物が，神戸・横浜のような港街が，金 Mogolで輝く船長さん
の服が，鈎針編みの Laceが， Drawn-workが，あひるの歩く庭が……，実に幼い日，原体
験に抱いていた洋風の景が，映画の setの如くに広がっていた。
「陸産の文化」と「海産の文化」について
かつて思師，上村六郎先生のご指導にくOrigin>の解明が大きな課題とあった。
Europaの民族衣装と言えば，白 ShirtにVest.Skirt にApron.そして必ず何がしかの被
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り物と，一見類似した様式の伝播と概観していたが……。その被り物の多くは，鳥の胸毛を ar-
rangeした Seal状の羅紗地，又は Sealの如き Velvet・天鷲紋。或いは又 Kumiss(馬乳酒の
沈殿物)で固めた Feltで 尚 防風防砂に主として Wool地の Scarfで被り物を覆い縛っ
ている。これらの材の多くは，乾燥した大地を背景に営まれる，遊牧生活の中に生ずるもので
あり，これらを大きく自称「陸産の文化」と解釈している。
しかし同じ Europe内でも，民族衣装と言えば筆頭に浮かび上がる， France' Bretagne地
方の被り物<Coiffe>は，華麗に綿糸で編まれた Laceであり，その技巧，材を通して，前記
陸産とは，その発生に大きな相違が読み取れる。
図1< Coiffe >発生の Franceの最西端 Bretagneの地は， Celt系の Breton人，西北端の Nor-
mandieは，かつて大海を背に船上の生活に長けた Vikingが， France王国との戦いの末，
和合の証に得た地である。その多くは，写真2怒涛逆巻く海に固まれ，荒涼たる断崖絶壁に
成り立っている。その特徴ある環境の地で司かつて司大海洋を背に船を操る技， <揺れ〉を背
景に生ずる生活デザインの創意と工夫，永々と伝承されたであろう Vikingの船上の生活と
英知司これらが大きく西洋生活文化の基層にあろう事を司 <Coi首e)を中心に探索しようと
し。引いては大きし遊牧生活に発する自称「陸産の文化」に対してー幼い直感に抱いた西洋
とは司 Vikingを中心とした海洋の生活「海産の文化」であろうことを実証しようとしてい
る。
2 (Fieldで得た)木工芸に長けた Vikingの足跡
8世紀の頃から次男坊の口減らしに Scandinavia半島の先端 Osuloを船出し， Icelandの
Reykjavikに辿り着き2)，以来この地を安住の地と定めた Vikingは，西に Greenlandから
Amerika北東海岸の Indiaと接触し， Scandinavia半島を取り巻く大西洋，北海， Baltic 海
を背景に船を操り，海洋交易に精通している。 Irelandの Dubulin.InglezのYokuの街，後
のAmericaのNewYorkも， Vikingの築いた街でもある。しかし一部の Vikingは河川|伝い
にEuropaの各地に農耕業として融合，定着し，東に向かった VikingはRussiyと呼ばれ，
やがてKiev公国の人を，後に Rossiya正教徒まで指すようになり， Rossiyaという名称にそ
の名残りを留めている3)。
写真3 Finlandで得たXmascardで， Vikingの誕生を意味するが如き，現代の風刺的写真
と見，少々遠回しな説明になるが……， Grimm兄弟の描く「赤ずきんJなどの童話の世
界は，大人の子への口減らしの虐待に，幼い子なりの英知で，森の中での生活を生き抜く
Storyが主題であり， Grimm童話は，恩師民族学者の師事による，記述の少ない遊牧社
会の民族学的資料のーっとも云われ4)，又 Scandinaviaでは歴史的 Idolともなってい
る5)。
かつて新天地を目指して船出した勇猛果敢な Vikingあればこそ，植木鉢に子供を入れ，値
札をつけるような発想が出るものかと，洋風思想を現代の目で，鋭く表現した Cardと珍重視
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写真1 洋風を Imageした幼い 写真2 Bretagneの港の景 写真3 洋風を Imageした
日の Drawn-work(著 Christmas card 
者所蔵)
写真7 Viking創作の樽 写真8 伝統的な樽作り 写真9 Viking創作の蓋っき
取っ手つき木製容器
写真 13 皿飾り棚と壁面の装飾 写真 14 船大工の建てた Etretat 写真 15 教会の内装
の教会
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写真4 新天地を求めての
Viking 
呼
必詰ぜ φ
写真10 CupのHangerrack
写真5 Icelandから来たと指を指す 写真6 農耕に転じた Viking
Viking 
写真 11 Cooking corner 写真 12 皿置き棚
(Honfleurの Viking博物館所蔵) (HonfleurのViking博物館所蔵)
写真 16 木骨組の建物 写真 17 真壁作りの建物
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している。
写真4 Icelandを拠点に新天地を求めての Vikingの姿であり，移動の民の象徴，後の三種
の神器ともなる，盾と金棒，腰の水入れが描かれ，燕の渡り鳥も止まっている。
写真5 革の地図の， Viking安住の地 Icelandを指しており，その頭には烏が止まっている。
写真6 鉄の被り物が羊の角に代わり，定住生活，農耕えの変身を意味することになってい
る。
写真7 何よりも船上での糧，飲料を確保する為の樽は， Vikingの発案とあり，
写真8 定住後も葡萄酒の樽に伝承され，揺れて熟成する酒を知るのも，船上の生活からの発
想、と解釈できるのでは無かろうか……。
写真9・10 取っ手付き，固定した蓋付きの器は精巧な木彫で飾られている。写真 10辞書に
は普通，取っ手の付いた洋風の茶碗とある Cupは，東洋の湯飲みに比して，少々持ち易
い位の感覚でしか使っていなかったが，荒波に木の葉の如く揺れる船上の生活には，飲む
為にも，置く為にも，必要欠かざる必需の洋風の Ideaであろうことが，このような Cap
をかけた Rackにも理解することが出来る。
写真 11 HonfleurのViking博物館にある， Cookingの cornerとも云えるもので， Cupの
取っ手とも同様，鍋類も一面に掛け置かれている。
写真 12・13 皿も側面に備えつけの Rackに飾り置かれている。写真 13元来壁面の多い洋
風の建物には，このように単に装飾的に物を掛け飾るものと，単純に解釈していたが，先
の Cup同様，揺れる船内で，重ね置く皿など以てのほかで，初めて Design的感覚で目
にしたこのような皿置き(飾り)箪笥の必然性に，揺れる船内ではーしっかりと固定しつ
つ，皿には絵も施し，快適な生活を Designすることこそが司 Vikingの船上の生活の
英知の賜物であり，引いては大きく司西洋生活 Designの基層は海洋を背景とした Ma-
rime文化にあり，何もかもしっかりと留め置く機能性こそが司最優先の前提条件である
事に気付いた。(又ぺン立て司燭台なども留め置く機能性最重視と解釈される。)
写真 14 N ormandieの海岸沿いの街 Etretatには，教会の建築技術も不十分な処を，やむな
く船大工がその技を駆使して，木造の教会を建てている。
写真15 教会の内装で 船内のようにも見える。
写真 16 露出した柱の木骨組の建物は， Europa各地に見られるもので，元 造船に長けた
Viking，定住の証の Designと解釈している。
写真 17 Franceの北岸， Seine湾沿いの街には 様々な幾何学模様の変化に富んだ，真壁造
りの建物が建ち並んでいる。
このような一例を通して、かつて海洋生活に長けた Vikingの造船りの技が，上陸後は巧み
な家屋造りの技に長け，今日の Outerior・-又 InteriorDesignerの先駆者とも言えるのでは
なかろうか……。
大きな歴史の流れは， Vikingの海での活躍は 12世紀までとされ，その後は定住に入った
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からであろうか……その名は， 18世紀 Inglez産業革命後の WilliamMorrisに待たなければ
ならないとある。当 Morrisは，快適な生活民具，快適な Interiordesignを，広く工房組織
で商品化した，近代 Design展開の第一人者であり，後の Bauhausの職人の美術・ Desing
教育にもつながる先駆者でもある。このような Morrisを通じて，ヲlいては，かつて航海に長
け，木工芸に長けた Viking魂こそが，知何に Europa文化の基層にあろうことを，今一つ民
族衣装の象徴でもある FranceのLaceの<Coiffe>に，海産の被り物の Originがあろうこ
とを述べようとする。
3 Bretagneの民族衣装 <Coi館es)と〈金 Mogole)について
Norman人を辞書によると，
(Normans 北方人の意)ゲルマン人の一派，スカンデイナヴィア半島及びデンマーク地
方を本拠とし，航海に長じ， 8~12 世紀にヨーロッパ各地に移動，フランク王国を襲い，後
イギリスを征服，またイタリア南部シチリアに両シチリア王国を建設，別派はロシアの起源
をなすヴゴロド公園を建設，→バイキング←とある。
図1 Norman人は， .Frank王国を襲い，和合の証に北西端 Normandieの地を得， 11世紀
から地図にその名が現れる。 Frank王国の最西端 Bretagneは， 8.9世紀の頃から Breton
人 (Celt系)が農耕を中心とした定住生活に入ることになる。当 Bretagneの地で，今日
われわれにもなじみ深い洋風食品の Crape.Camembert cheeseなども，ここ Bretagne
. Cameper地方の産物である。
図2 元 Frank王国最西端の Bretagneは，大西洋に向った半島の断崖絶壁に，終始荒波と
共に打ち寄せる白い泡の知き波しぶきに固まれており，民族衣装の象徴の如き Franceの
Coiffesは，ここ Bretagneに発生し，泡がその Idea源となっている。
写真 18 Laceは，漁夫の魚とりの網に，その修理に発生があるとされている。Alain島の
Alain Sweaterは，漁夫の海での不慮の災難にも， Sweaterの編み模様で見分けられる
ようにと，女房の編むものであり，そして FranceAlainsonのLaceは，衣に見る「海
産の文化」の筆頭と解釈出来る。
写真19 一種の Coiffeは針一本で，泡の如き模様を多様に編み上げる鍵針編みの Laceであ
る。
写真20・図2 Coiffesと跳ね返る衿がsetでDesignされており，打ち寄せる波しぶきの ar-
rangeと解釈出来，
写真21 余りにも多様な編みの方法は，辞書に依存するとし，女の巧みな技で固くのり付け
され，跳ね返る Collarがつくられている。
Lace編みは，しっかりと夫の留守を守る漁夫の女房の Statussymbolでもあり，今日
でも，海辺の街には編み物の， Laceのみやげもの庖は，軒並みに並んでいる。
そして又 Laceの Collarをつけるだけで，即座に，張りのある晴れ着的な雰囲気を醸
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写真 18 網を整える漁夫
写真21 Collar作りの技
写真24 OlandaのCoifIe
(著者所蔵)
写真19 鍵針で編む CoifIe 写真20 波しぶきの象徴 CoifIe
とCollar とCollar
写真22 ぎっしり金 Mogolで 写真23 金Mogolで鳥の目が刺さ
刺された Body れた袖部
写真25 CzechのCoifIe 写真26 CzechのCoifIe(著者所蔵)
(著者所蔵)
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Duits 
大西洋
図 1 France北西部の地図
図2 Bretagneの民族衣装 CoifIe
失
し出すのは，この様な Qrign
に由来しているものかと納得し
ている。
写真22・23 Bretagneの最高の
晴れ着で，よくその技，材を観
察すると，他の Europa民族
衣装に多く用いられる白の
Blouseは無く (Blouseの伝播に
ついては，後述の予定を持ってい
るもの。)，初めて上着と Skirt
の Separartesの様式が取られ
ている。胸に，袖に，ぎっしり
と金 Mogolの刺しで，写真23
螺旋状の模様は鳥の両眼を各様
にarrangeしたものである。
又胸元の金 Mogolを誇張表現
する為に，後ろ明きで， Europa 
民族衣装としては総べてが，初
めての様式をとっている。
金 Mogolの材こそは，衣に見る
筆頭の「陸産の文化Jと自称してい
るもので，その理由は，かつて強靭
な騎馬の戦法で，広大な Eurasia
の地を征服した成吉思汗(ジンギス
カン)，その孫パトウの治めたサラ
イの都 (Caspi海の北端の旧都)を，
キプチャプ・ハン「金帳ハン国」と
証し，その SymbolがVeludo地に
金色の刺し「金 MogoUの帳幕で
あった6)。乾燥した砂漠を背景に生活する遊牧の民に取って，金 Mogolは，川を水を象徴す
るもので，本金も含まれ，衣装に刺さたものは持ち運び、の効く財産でもある。鳥も又，飛朔を
至福の Symbolとする Shamanismの思想の Symbolであり，天驚械と漢字化されている Ve-
loudoも鳥の胸毛を a町 angeした，遊牧の民にとって筆頭の大切な布である7)。これらの材を
さして，騎馬遊牧民族 Mongolを象徴する「陸産の文化Jの象徴とも自称している。
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4 まとめ
Gorgeousな〈金 Mogol)r陸産の財宝」で Bodyを輝かしく Designe誇示し，そして
文噌泡の如き華麗な Lacer海産の SymbolJ< Coi首e)を頭頂に高々と掲げたーここ Bretagne
の民族衣装は，海から渡来の Breton人と， Noruman人の定住生活に転じた後に農民として
生み出した，実に晴れやかに民族を誇示する Statussymbolである。
又 Laceの被り物 <Coi首u>は，ここ Bretagneの Originalと云え，これが広く Franceの
民族衣裳となっている。
単に Europaを辞書に見ると【Europaポルトガル・オランダ・欧羅巴}とあり，今Europa
で同種の Laceの<Coiffe>を被っているのは Olandaで，写真24現代の機械編みでしっか
りとのりで固まっている。逆に木靴の SabooはOlandaのものとの思い込みが， Bretagne 
でも Sabouを履いている。このことは， < Coiffe>の具象例を持って， Franceのすぐ東隣の
沿岸沿い Olandaも同様に，海の男 Vikingの海洋の文化の伝播，自称「海産の文化Jの足跡
がはっきりと読み取れる。
そして又，衣にとって筆頭の「陸産の財宝J<金 Mogol>が， Vikingの手により農耕民の
胸に，護身的，魔性的材として使われ始め，後の軍服に， Wappenにと伝承，伝播している
であろう〈金 Mogol>のrooteが，一課題として浮かび上がる。又これとは逆に，写真25.26
のくCoiffe>が海岸線の無い Czechでも使われており，筆頭の「海産の象徴JLaceの
くCoiffe>の伝播も，非常に気掛かりな課題となってくる。
注〔引用文献〕
1)3)5)ヒースマン姿子 世界の考古学⑪「ヴァイキングの考古学J 同成社
2)6)7)今木加代子 比較民族衣装論集「衣装のルーツを求めてJデザインへのヘソシャマニズム
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「カザフ族の頭装を中心として」
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写真 20~23 Pierre-Jakez HELIAS“COIFFES ET COSTUMES DE BRETAGNE" EDITIONS 
JOS 
写真 2~7 ・ 9 ・ 11~ 17 Post Card 
図1・2 描画著者
〔参考文献〕
グウイン・ジョーンズ「ヴァイキングの歴史J笹田公明訳 恒文社
G.ファーパー「ヴァイキングの足跡Ji海賊・冒険・建国の民」ノルマン人の謎 片岡哲史・戸川
勝也訳 アリアドネ企画
田辺保「ブルターニユへの旅Jフランス文化の基層を求めて 朝日選書465
P.ガクソット「フランス人の歴史J1 林田遼右・下野義朗訳 みすず書房
山辺規子「ノルマン騎士の地中海興亡史」白水杜
ロジ、エ・デイオン「フランスワイン文化史全書jぶどう畑とワインの歴史福田育弘・三宅京子・小
倉博行国書刊行会
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